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やまがた宣言採択
 山形県医師会勤務医部会副部長　佐藤　光弥 氏

やまがた宣言

　2025年には団塊の世代が75歳以上となり、国民の医療需要は変動し続ける。医師需給分科
会では2028年頃にマクロで医師需給は均衡すると推計し、地域枠の効果等を踏まえ2036年を
医師偏在是正の目標年としている。しかしながら、地域間格差や診療科間偏在の是正に関し
ては、その効果が確実とは言い難い。病院による時間外勤務時間の上限には考慮すべきであ
るものの、勤務する病院の役割や地域特性、また医師のキャリア等に配慮した勤務時間とす
べきと思われる。
　国民の高齢化率の上昇は、同時に高齢医師の増加も意味するが、一方で勤務医の多くは定
年後も診療に携わることを望んでいる。山形県では、山形大学、山形県、山形県医師会およ
び県内の病院で構成された協議会が地域の実情にあった医師の配置に努め、成果を上げてい
る。地域医療構想により地域での病院の役割が明確にされつつある現在、定年後の医師の就
業先について検討の場となりうることを願い、次のとおり宣言する。

　一、 必要医師数のみならず、2036年には医師の地域偏在と診療科偏在問題も是正できるよ
う求める。

　一、 医師の働き方については、勤務環境により時間外労働に上限が設定されるが、その他
の要因も含めて継続して議論する。

　一、 経験を積んだ定年後の医師が活躍できる医療環境の構築を求める。

　　令和元年10月26日
 全国医師会勤務医部会連絡協議会・山形県

閉　会
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瀬戸内市邑久医師会における地域包括ケアの取り組み

 邑久医師会理事　原　雅弘

　瀬戸内市・邑久医師会での地域包括ケアの取り組みは、Ⅰ在宅で安心して最期を迎えられ
る仕組みづくり、Ⅱ認知症対策、Ⅲ糖尿病対策、Ⅳがん対策を、瀬戸内市地域包括ケア実行
計画の重点課題とし、医療、介護、福祉、保健、行政等の多職種の連携により進められてい
ます。
　Ⅰ 　在宅で安心して最期を迎えられる仕組みづくりとして、地域包括ケアシステム研修会

の開催、在宅医療・地域福祉連携担当者会議を重ね、邑久医師会と瀬戸内市民病院の合
同研修会等により、病診連携、在宅医療・介護の充実に取り組んでいます。

　　 　また、ICTを活用した、医療・福祉・保険・司法関係者と在宅医療の支援内容につい
ての情報を共有、高齢者入所施設合同研修会では、ワールドカフェ方式による意見交換
会を開催、「せとうちカフェ」多職種連携のつどいでは、連携・協調を深めています。
在宅医療多職種連携研修会では、「認知症ケア治療生活支援」「糖尿病治療」「医療介護
同時改正、介護保険の行方」「認知症ケア」「心不全について」等をテーマに知識、理解
を高めています。

　Ⅱ 　認知症対策としては、認知症初期集中支援事業要綱を作成、チームを配置し、精力的
に活動しています。邑久医師会認知症サポート医、地域包括支援センター介護支援専門
員・社会福祉士、行政の認知症施策担当、トータルサポートセンター保健師、介護施設
代表のメンバーで、毎月認知症初期集中支援チーム会議を行い、認知症新規事例、継続
事例、モニタリング事例等について検討・協議しながら実績・成果を上げてきていると
ころであります。

　　 　認知症地域支援連携推進会議では、「認知症と妄想性障害」と題して、石津秀樹先生
の講演を拝聴し、認知症になっても自分の意思が尊重され、住み慣れた環境で暮らし続
けるため、地域特性を踏まえた認知症施策を考えながら、早期発見・対応に繋がる医療
と生活支援の連携体制、地域支援を推進しています。

　Ⅲ 　糖尿病対策としては、地域医療連携推進モデル事業として、瀬戸内市における糖尿病
等生活習慣病に対する保険・医療体制の推進や地域包括ケアシステムの構築を目指し、
医療と保健・保険関係者の連絡会議を開催し、地域の特性を踏まえた予防対策や重症化
予防等について検討、糖尿病の保健・医療連携体制づくりを行っています。

　Ⅳ 　がん対策としては、在宅医療看護研修会で、「地域がん診療拠点病院と在宅医療介護
連携～アドバンス・ケア・プランニングの取り組み～」をテーマに喜多嶋拓士先生の講
演で、がん患者の在宅医療介護を理解し、人生最終段階の本人の意思の大切さを学ぶ機
会となりました。

　瀬戸内市に、新しい市民病院が開院して３年になりますが、邑久医師会とは、各種講演会・
行事の共同開催等、医師会医師との良好かつ円滑な関係が築かれています。市民病院は、一
般病床110床のうち、地域包括ケア病床を16床から30床に増床、回復期リハビリテーション
病床30床とあわせて「治す医療」に加え、「支える医療」を重視し、在宅療養支援連携連絡会、
市民病院・医療連携担当者会議、在宅医療・地域福祉連携担当者会議等が行われ、在宅医療
につながる役割を果たしてくれています。邑久医師会として、多職種と連携・協力の上、在
宅医療・地域包括ケアを、さらに着実に進めてまいりたいと考えています。
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